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実験材料:環境温度20士 1 Oc 、相対湿度60 ::t 5 %のもとで、市販ケイ酸セメントをガラス練板上で
1 分間練和後、高さ 3 mm、内径10mmの塩化ビニール菅に填入して試料を作成した。
測色と色差:測色は日本電色社製 ND 5 型光電測色色差計を使用して、 JIS Z 8722 (物体色の測定
方法)の規定に準じて行なった。表色には L ， a , b 系を利用し、変色の尺度としての色差は JIS Z 87 
















20~、相対湿度60%の室内に放置した場合の乾燥による変色を経時的に 6 時間測色した O



















色差 3 以下のものは 10歯中 2 歯にすぎず、その他のものは色差 4. 9から 19.0と大差があったが、試作
色見本を用いた場合には、 6 歯が色差 3 以下で他の 4 歯も色差 3.8から 8.8までの範囲にあった。
以上を要約すると、ケイ酸セメントは硬化にともなって明度を主とし、色相や彩度の変化を従とし
た変色がおごり、変色量としての色差値は臨床操作の違いを鋭敏に反映することがわかった。しかし、
いず、れの条件下で、も変色は練和後 2 週間で安定し、以後の経時的変化は微少であった。
論文の審査結果の要旨
ケイ酸セメントは、歯冠の色とよく調和し得る性質をそなえている反面、残存歯冠への色合せの技
術的な困難さおよび硬化に伴つであるいは硬化後におこる変色のため、色の特性を十分に発揮させる
ことの極めて困難な修復材である。
本論文は、ケイ酸セメントの臨床操作条件と色および変色との関係を測色的に検討したものであり、
その結果、ケイ酸セメントは、硬化に伴って明度を主とし色相と彩度を従とした変化が起ること、臨
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床操作条件が変色に大きく関与すること、さらに色の安定には練和後約 2 週間を要することなどを明
らかにしている。
これらの結果は、ケイ酸セメント修復時の障害の一つである色合せを測色法によって数値的に行な
う上での貴重な業績であり、同時に他の審美的修復材の色と変色を追究する上で大きい価値を有する
ものと考えられる。
よって本論文は歯学博士の学位に十分値するものと認める。
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